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第５期多摩区区民会議 

専門部会の設置と取組テーマ、審議課題について 
2014年 1１月1９日（水） 

１．専門部会設置までの経過 

資料３

■第1回区民会議ミーティング（8月6日開催） 

・第5期区民会議の進め方について検討

・地域課題について（アンケート）

■第１回区民会議（全体会議）（９月3日開催） 

・正副委員長の選出

・各委員が考える地域課題（アンケート内容）の発表

■第２回区民会議ミーティング（９月18日開催） 

・地域課題アンケート等で出された意見の整理・共有（ワークショップ形式）

■第３回区民会議ミーティング（10月15日開催） 

・第2回区民会議ミーティングの内容を踏まえ、分野の絞り込み

・設置する専門部会の検討

・専門部会での検討方法について

■第２回区民会議（全体会議）（11月19日開催）【本日】 

・専門部会の設置と取組テーマの決定

・各委員が所属する専門部会の決定

・正副部会長の決定



2 

２．分野の絞込みと専門部会の設置について 

（１）各委員が考える地域課題の抽出と分野の整理 

・各委員から出された地域課題に関する意見（アンケート、第2回ミーティングでの意見交換）

を踏まえ、区民会議での検討対象の候補とする分野を９つに再整理し、さらに４つに絞り込

む案を確認、検討した。 

※資料４ 「これまでの意見整理の概要（取組分野の絞り込み案）」参照 

（２）専門部会の設置について 

・これまでの区民会議の例を踏まえ、審議課題に対してより密度のある調査・審議を行うため

に、１部会あたり10名程度の委員数とするため、第5期多摩区区民会議では、専門部会を

２部会設置することとした。 

・そこで、再整理した９つの分野および４つの「分野の絞り込み案」（資料４）をたたき台と

して、以下の視点を参考に、専門部会の候補となる分野の絞り込みを行った。 

＜専門部会の設置の視点＞ 

視 点 内 容 

■緊急性 
・速やかに解決を図らないと区民の生活に支障が生じることが予想でき

る分野か。 

■必要性 ・区民の関心が高く、区民の多くがその実現を望んでいる分野か。 

■区民主体もしく

は、協働による

取組の可能性 

・区民が主体的もしくは、区民と行政による協働の取組の可能性はある

か。（区民会議の検討対象としてふさわしいか） 

・委員による検討・意見交換の結果、下表の２つの分野に絞り込むこととした。 

・本日の会議までに、各委員が取組を希望する分野を選択（資料１）し、併せて部会名称の提

案を募集した。この名称案を踏まえ、部会名称を検討する。

分野 人・組織・地域のつながりづくり 区の魅力・まちの活性化

部会 

名称案 

・つながり部会 

・つながりつくり部会 

・コミュニケーション部会 

・人・町・輪づくり部会 

・わくわく多摩部会 

・多摩区再発見部会 

・とことん多摩部会 

・多摩区の魅力・活力づくり創生部会 

・多摩のまちの活性化部会 

・地域の自然な絆づくり部会 

・多摩の輝きまちの活性化部会 

・区の魅力・まちの活性化部会 

・魅力部会 

・いきいき（生き活き）多摩区部会 
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（３）所属部会について 

  ・第４期多摩区区民会議では、各部会での検討状況を委員全員で情報共有する必要性や、区民

会議全体として、各部会の審議課題に関わっていく重要性が指摘されたことなどから、以下

のような会議運営を行った。 

・第５期区民会議における取組について、検討する必要がある。 

→所属部会以外の部会の開催日時、会場についても各委員に連絡する。 

→部会の結果については、確認メモを作成し、ファクス、メール等で全委員に配布する。 

→所属部会以外にも参加を可能とする。 

→所属部会以外の部会に参加した場合でも、意見の発言を可能とする。 

（４）企画部会の設置について 

・企画部会については、第４期までの区民会議において、主に全体会の前に開催し、全体会の

次第や区民会議ニュースの内容等について検討・調整する役割を担っていた。 

・第５期多摩区区民会議においても、会議の円滑な運営を行うため、正・副委員長及び正・副

部会長で構成する企画部会を設置することとする。なお、企画部会においても十分な審議・

議論を行うため、正・副委員長は正・副部会長を兼任しないものとし、企画部会の委員数は

７名とする。
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３．専門部会における取組テーマについて 

  ・第４期区民会議では、各部会が検討する審議課題のテーマとして、下表の「取組テーマ」を

定めた。これは、事前のミーティングなどで行ってきた地域課題の把握と整理、意見交換等

を踏まえ、各部会の審議課題の方向性を示すものとして、全体会議で確認したものである。 

    ＜参考：第４期多摩区区民会議の専門部会と取組テーマ＞ 

部会名称 取組テーマ 

コミュニティ部会 顔の見える地域に根ざした「絆」を構築する ※ 

自然災害部会 いざという時に助け合えるしくみづくり 

※部会での検討の結果、途中でテーマを改定（当初：人とのつながりを深める方策づくり） 

  ・第５期区民会議専門部会においても、部会名称を補足し、各部会の審議課題の方向性を示す

ものとして、取組テーマを設定することが考えられる。 

・現段階では、第３回ミーティングまでの検討経過を踏まえ、「分野の絞り込み案」及び「審

議課題になりそうなもの」（資料４）から、取組テーマとしては、それぞれ以下の案をたた

き台として、「取組テーマ」の設定について検討する。 

   〇第５期多摩区区民会議 専門部会 取組テーマ（たたき台） 

部会名称 取組テーマ（たたき台） 

 人・組織・地域のつながりづくり 

 区の魅力・まちの活性化 
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４．専門部会での審議課題の検討の流れについて 

■課題の共有（区民会議ミーティング、全体会）＜実施済み＞

・区役所などが把握している区の課題の情報提供。

・委員が普段感じている地域課題の共有。

■審議課題検討  

・区民会議ミーティング、区民会議全体会の内容を踏ま

えて、具体的な審議課題を検討する。

■課題の重点化  

・実現可能性などを加味しながら、優先順位付けをする

などして、審議課題の重点化を図る。

■課題解決方法審議

・委員がアイディアなどを出しながら、具体的な解決策

を検討する。

専門部会

審議課題決定

区長へ提言

■課題解決法の共有、確認（全体会、区民フォーラム）

・専門部会での審議を経て、区民会議全体会で審議。

・区民フォーラムを開催し、一般区民の意見を聴取。
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＜参考＞ 

・これまでの専門部会では、具体的な審議課題を決めるまでに時間を要していた傾向があるこ

と、また、審議課題の検討の中で議論が拡散してしまうという課題も見られたことから、次

のような方法で検討することも考えられる。 

・また、以下の提案では、専門部会での審議に先立って、委員が「企画提案書」を作成するこ

ととしているが、部会全体で提案書の各項目について意見交換し、審議課題の検討を進めて

いくことも考えられる。 

＜委員による審議課題企画提案書の作成について（案）＞ 

・委員自身が地域での活動や生活の中から感じている多摩区の課題について、その背景となる

状況や、課題の解決策、解決に向けて関わることが想定される団体等を記した審議課題企画

提案書を作成し、それを基に専門部会で検討を行う。 

〇背景となる多摩区の現状と課題 

○考えられる解決方法 

○一緒に取り組むことが考えられる市民活動団体 

○審議にあたって課題だと思うこと         など 

審議課題企画提案書（例） 

※企画提案書の作成は、委員 

１名でも、複数名が共同で 

行ってもよい。 

団体名

理由

審議課題企画提案書

企画名称

考えられる解決方法

一緒に取組
むことが考え
られる市民
活動団体

審議していくにあたって
の課題だと思うこと

背景となる多摩区の
現状と課題


